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【第 3 章】 






で、大気圧条件でのアルゴンバブリング脱炭実験を実施した結果、CO 分圧が低い 17mass%Cr 鋼より
も、低合金鋼での脱炭が速やかに進行するといった知見が得られた。その結果に基づいて、実機６０ｔ




主であり、反応の律速段階は気泡内の CO 物質移動によるものと結論付けた。 




量は６－７Nm3/t であり、また、反応解析の結果から気泡中の CO 飽和率は 0.24 と低く、経済的な操
業実現のためには気泡の微細化が望まれる。 
4)AOD 実験の条件から推定される気泡径は 70mm 程度と概算され、実用化の目標としては 30mm 以下
の大量気泡分散技術の開発が望まれることを数値目標として示した。 
 第２節には、７ｔ規模の固定磁界誘導炉で強い電磁力を印加したときに発生するスラグ巻き込みと、
その際の大幅な脱硫速度な向上効果を対象に実施したシミュレーション研究を示した。評価手法として、
コールドモデルを用いたスラグ巻き込み臨界の挙動調査と、数値モデルによる反応シミュレーションの
構築を行い、スラグ巻き込みによる反応促進のための支配因子の調査を実施し、以下の結果と指針を示
した。 
1)形状の異なる２種類のコールドモデルを用いた水／油モデルによる巻き込み挙動の調査の結果、スラ
グ巻き込み臨界は、浅井のモデル式に基づいて界面形状の影響を考慮した式によって、統一的に実験結
果を整理可能であることを示した。 
2)オイルの粘性自体は臨界流速には影響しないが、粘性の高いオイルを用いた実験で生成するスラグ滴
はサイズが大きくなることを知見した。従って、高粘性スラグの巻き込み時には、浮上速度の速い滴が
生成するものと推定した。 
3)電磁流体解析モデルによって算定される、スラグメタル界面形状と界面流速から、コイルの印加電流
に対するスラグ巻き込み臨界を規定し、更に、スラグ滴の鋼中分布を輸送方程式で計算することによっ
て、巻き込みスラグによる脱硫促進作用を評価可能にした。 
4)シミュレーションの結果に基づいた考察より、高い反応促進作用を得るためには、スラグ巻き込み臨
界自体より、巻き込み発生位置での下降流速が浮上速度よりも高いことが極めて重要であり、エマルジ
ョンを利用した反応促進のためには、発生するスラグ滴の浮上速度とその位置の下降流速が極めて重要
な操業指針であるとの考え方を明らかにした。 
【第４章】 
 第４章は結言として、本研究の総括を行った上、得られた成果が実操業にて果たす役目の具体例とし
て、成分や温度のばらつきが及ぼす生産性への悪影響と、それらの要因を特定して高純度鋼の効率的製
造を実施するにあたり、本件研究で得られた知見の有用性の例を記載した。 
 その上で、今後も国内鉄鋼業における高純度高級鋼製造能力を持続的に維持するための、更なる未解
明課題研究の重要性を強調すると共に、新たなプロセス提案に結び付けてゆく所存を述べた。 
― 127 ―
― 128 ―
